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子どもの社会性を高める保育支援
一知的障害幼児通園施設における実践から-
清水香織 1)・水内豊和 2)
知的障害児通園施設に通う自閉症幼児を検討対象児とし、約 1年間、日々の集団保育の中で社
会性在高めることを意識した保育支援をおとなった。日常生活でのちょっとした声かけに気を配
ることや、他児にA児の遊びの面白さを紹介してみること、 A児の遊びに他児も誘ってみること、
反対に他児の遊びにまずは支援者と一緒に少し入ってみることなどは、対人関係の形成に困難を
示すA児の社会的なかかわりを促進する上で有効な働きかけであることが示唆された。
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しく主体的に生活できるような療育や支援の方法に
ついて検討する必要性を感じている。ただし通園施
設では、多くの時聞は同様な社会性老中心とする障
害を有する他児との集団活動が中心で、ある。した
がって、日々の保育活動に基づく、遊びゃ生活を通
した支援が求められる。このような考え方に基づく
支援は、通園施設のみならず、今日、健常児と障害
児とが一緒に保育を受ける統合保育場面においても
重要であることが指摘されている(水内.2003)。
そこで本研究では、知的障害児通園施設において、
日常生活の場面や集団活動の中で、保育者が意図的
に働きかけたり、場面や活動を設定したりするとと
によって、社会性の伸びや発達者E期待すると同時に、
療育内容や方法、療育者の関わり方についても検討
することを目的とする。
1.はじめに
知的障害児通園施設に通う幼児のうち、知的な遅
れを併せ持つ自閉症児の割合は少なくない。この自
閉症の特徴として、社会性の障害、コミュニケーショ
ンの障害、こだわり・想像性の障害という 3つの領
域における困難が挙げられる。筆者がかかわってい
る幼児の中にも、一人遊びからなかなか発展せず他
児と遊べない、社会的なルールを理解しにくい、コ
ミュニケーシヨンが成立しにくい、感覚過敏がある
等々、自閉症の特徴故の生活上の困難さを示す幼児
も多い。
筆者は知的障害児通園施設で保育にあたる中で、
園での日常生活や集団活動場面において、自閉症の
ある幼児が少しでも過ごしやすくなるためにはどう
すれば良いか、特に社会性やコミュニケーションの
障害に起因する生活上の困難を少しでも改善し、楽
表1 当園の日課
時間 活動内容
8:30~10:00 パス教室・畳園
10:00~ 身辺整理
10: 3 O~ お片づけ・朝の一斉活動
10:55~ グループ活動・課題活動
11 :45~ 手洗い・給食
12:30~ 歯磨き・洗顔・自由遊び
13:40~ 片付け M 午後の一斉活動・おやつ
14: 1 O~ 帰りの会
14:30 降園
1 )砺波広域圏わらび学園
2)富山大学人開発達科学部 ? ?
?
??
表2 研究前のA児の発達評価 (X年6月実施)
生活年齢 :4歳8ヶ月
PVT 語い年齢 :4歳3ヶ月
KIDS 総合発達年齢 :2歳9ヶ月
運動 :3歳4ヶ月
操作 :3歳 11ヶ月
理解言語 :3歳7ヶ月
表出言語・ 3歳3ヶ月
概念 :2歳5ヶ月
対子ども社会性:1歳6ヶ月
対成人社会性 :2歳3ヶ月
しつけ :3歳9ヶ月
食事:1歳8ヶ月
1.方法
1.当国の日課とクラスについて
当園の日課を表 lに示す。
3歳未満~年長児までが縦割りで30名を普段は
2つのクラスに分かれて保育している。保育者は8
名である。また、一人ひとりの発達段階を総合的に
評価し、それに基づき2グループに分け、各々の目
標に従って活動する小集団でのグループ活動もおこ
なっている。
2.対象児について
自閉症の男児A児。研究開始時4歳8か月。 A児
の社会性を含めた発達レベルを把握する客観的な
指標として、絵画語い発達検査 (PVT)と乳幼児発
達スケール (KIDS)の2つの検査を、研究前と研
究後にそれぞれおこなった。研究前のPVTならびに
KIDSの結果を表2に示す。
PVTの結果から、獲得語い数に関してはだいたい
年齢相応であることが分かった。しかし、 KIDSの
理解言語と表出言語の項目は l 歳~1 歳半ほどの遅
れがみられ、獲得している語いの数は多くても、実
際にコミュニケーションの手段として言語を用いる
ことがうまくできていないということが明らかに
なった。実際、日常生活において様々な言葉や表現
方法を用いて会話が成立するわけではなく、 A児か
らの一方的な話しかけが主である。なお、 KIDSに
よる総合発達年齢は実年齢からみて2歳ほどの遅れ
があり、特に対人関係・コミュニケーション面での
落ち込みが顕著にみられた。
保育場面の様子については、遊びは絵本を見たり、
お絵かきをしたり、パズルをしたりと一人遊びがほ
とんどで、あった。ただし、担任保育士に対しては自
分から積極的に関わってきたり遊びの要求をしたり
してくる。
A児はこだわりや感覚過敏等は顕著ではないが、
乱暴な関わりや大きな声を出すような他児は苦手で
ある。一方でA児は、比較的大人しく、自己主張も
弱く、問題行動も特別ないため、集団の中で見落と
されてしまいがちであった。筋緊張や覚醒レベルが
低いため、常にボーっとしているような印象ではあ
るが、好きな活動に関しては大変集中して意欲的に
おこなう様子がみられた。
3.手続き
A児に対し、 X年4月からX+l年3月までの一
年聞を通しての目標として、社会性の向上と、中で
も特に、対人関係や遊びの広がりについて取り上げ、
日常生活の場面において、様々な活動場面において、
A 児に合った配慮をおこないながら、様々な遊びゃ
活動を提供したり、他児と関わるような場面を意図
的に設定したりした。大まかに分けて、①日常生活、
②一斉活動・グ、ループ活動、③自由遊び・その他、
の3つの場面において、それぞれの場面・活動にお
けるより具体的な目標を立て、療育者が意図的な介
入を図った。
皿.結果
1.日常生活
(1)あいさつ
a. A児の姿 (X年6月)
. rおはよう」や「さようなら」といった日常のあ
いさつができない。保育者から声をかけても下を向
? ??
き、表情を強張らせて固まってしまう。何とか小声
で微かにあいさつができるような状態であった。
b. 目標
・いろいろな人に大きな声であいさつをする。
c.支援の手立て
・すべての保育者が機を捉えてA児に積極的にあい
さつをするよう心掛ける。
・まずは担任保育者と一緒に様々な相手に対してあ
いさつをしてみる。
-あいさつをする相手に注目させるように声かけや
促しをする。
'A児の好きなスキンシップ(抱きしめたりくす
くやったり)を取り入れながらあいさつをすることで
苦手意識を和らげる。
d.変化 (X年2月)
'A児から自発的にあいさつしてくることはない
が、こちらから「おはよう !Jと声をかけるとまだ
まだ下を向いてしまいがちではあるものの、しっか
りあいさつを返してくれるようになった。
-声をかけられでも気付かずにあいさつができな
かった場合でも、呼名すると自ら気付き、あいさつ
ができるようになった。
-あいさっする相手の名前を呼んであいさつができ
るようになった。 (00先生、さようなら)
-担任保育者が近付くと、抱きしめてあいさっされ
ることを期待して声を上げて笑う姿がみられるよう
になった。また、その時は大きな声で『おはよう』
と言える。
(2)集団活動時のあいさつ・号令
a. A児の姿 (X年6月)
-皆で声を合わせて言う朝のあいさつや「いただき
ます」、活動前後の号令である「はじめましょう」
や「おわりましょう」が言えない。ボーッとしてし
まっており、皆と合わせられない。また、皆と合わ
せよう等、あいさつや号令をしなければいけないと
いう意識がないようである。
b. 目標
・皆と合わせるということを意識して、あいさつや
号令を一緒におこなう。
c.支援の手立て
・あいさつや号令前の活動から興味を持って参加で、
????
きるよう声かけや促し等をすることで覚醒レベルを
上げ、あいさつや号令にスムーズに移行できるよう
』こする。
・あいさつや号令前に「ごあいさつだよJIみんな
と一緒にごあいさつしょうね」と一声かけたり、合
図である「さん、はい」のリズムに合わせてA児の
背中をトントンと叩き、合図を出したりする。
. Iはじめましょう」で活動が始まり、「おわりましょ
うJで、活動が終わって次の活動に移るという事を繰
り返し伝える。
・皆と合わせてあいさつできた際はたくさん褒め
る。
d.変化 (X年2月)
・最初のうちはなかなかあいさつや号令の意味を理
解できず、あいさつや号令自体ができなかったA児
であったが、「おわりましょう」をしないと活動が
終われず、次の活動ができないことを伝えることで、
少しずつ積極的に言えるようになっていった。
・背中を軽く叩いてリズムをとって合図を出すこと
で皆と合わせてあいさつや号令ができるようにな
り、さらにその後目配りするだけで察知してできる
ようになり、最終的には何の促しをしなくても自発
的にあいさつや号令をするようになった。
-今では大きな声で皆と一緒に言えるようになり、
「小さい声だ、ったら聞こえないね」とA児自ら伝え
てくることもある。
-大きな声で言えた際、皆の前で褒められると自ら
拍手し、大変嬉しそうにしていた。
2.一斉活動・グループ活動
(1)音楽遊び(月 1....2田実施)
a. A児の姿 (X年6月)
-日によって参加態度にムラがあり、大変意欲的に
参加したり、反対にボーっとして全く参加しなかっ
たりする。
-他児と関わって遊ぶ手遊び等で、は相手を意識で、き
ず、全く参加できない。 (X年10月)
b. 目標
・活動の流れを覚え、保育者や他児の様子を見たり
真似をしたりと、意欲的に参加する0
・他児を意識する活動を通して、他児と関わる。
c.支援の手立て
-活動の一連の流れを決めてしまい、年闘を通して
大幅には変えない。
・活動に慣れてきた頃に、同じ手遊びでも他児と二
人組になっておこなうことで他児と関わる機会を意
図的に設ける。
自分の身体の部位を触る活動→他児と向かい合い
相手の身体に触れてみる
自分の両手を合わせて2回手を叩く場面→他児と
向き合い手の平を合わせる
一人でおこなっていた活動→全員で手をつなぎ輸
になっておこなう 等
・二人組の活動に関しては、最初は保育者がA児の
手を持ち、一緒に相手の幼児の身体に触れてみる。
d.変化 (X年2月)
・大まかな流れを決めて固定してしまう乙とで見通
しが持ちやすく、活動に対して自信を持って参加で
きるようになった。参加態度のムラも少し改善され
た。
-二人組になっておこなう活動を取り入れてみた当
初は、まず相手と向き合うことから難しくやり方が
理解できていないことも相まって、せいぜい今まで
通り自分の身体の部位を触るのみで、あったが、 10
0ちゃんのお腹ぽんぽんJ100ちゃんの頭なでな
で」と保育者と一緒に少しずつおとなっていくこと
で、相手を意識するようになり、保育者の援助なし
で、も組んだ相手の身体の部位を曲に合わせて触った
り、自分と相手の手を正しいリズムで合わせたりで
きるようになった。
(2)小集団グループ活動
(週に 4回、行事の日等を除いておこなう。運動と
認知の活動を交互におこなっているうち、今回は認
知の活動に絞って目標を設定し取り組む。)
a. A児の姿 (X年6月)
・着席していても常にフラフラと体を動かしてお
り、活動に集中し切れていない。
-保育者がおこなう活動の見本を見ていないため、
活動内容やルールを正しく理解できない。
-他児の活動の様子や頑張りに目を向けることがで
きない。
・他児と協力しておとなう活動ができず、個人競技
になってしまいがちである。
? ??
， ?
b. 目標
・ルールのある活動を多様に経験することで、きま
りを守ることや仲間意識を育てる。
-相手在意識する0
.相手に合わせる0
・チーム競技での達成感を感じる。
-チームの頑張りに自在向ける(応援する)。
C. 支援の手立て
・補助の保育者がA児の隣につき、他児の頑張りや
担任保育者の見本に目を向けるようその都度促す0
・相手やチーム在意識できる活動を設定し、おこな
う。少しずつ段階を踏んでおこなうため以下の三期
に分けておこなった。
一期:ルールがある個人でおこなう活動
-主に認知発達を促すことを目標とした活動(数、
色等)
二期:ルールがある少人数でおこなう活動
.大玉転がし
・電車ご、っこ(ロー フ。→新聞紙)
.棒運び
三期:ルールがある集団で協力しておこなう活動
.空き缶積み競争
なお、他児と順番を代わる際は必ず“タッチ交代"
で相手と手を合わせてから代わるというルールを二
期・三期を通して徹底し、他児と身体接触、相互交
渉をとれるようにした。
d.変化 (X年2月)
-個人でおこなう活動は、 A児の隣についた保育者
がA児に対して他児らの動きに自在向けるよう促
し、他児がおこなった後最後の方に名前を呼ぶと模
倣して活動できた。
-集中していない様子の際は担任保育者が呼名する
こと等で、注意を促すとハツと気付き、活動に戻るこ
とができた。
-相手がいる活動(二期)では繰り返しおこなうこ
とでルールを理解し、少しずつ他児を意識できるよ
うになった。二人組の活動で、相手が間違った行動を
していると、 100ちゃん、~して !Jと正しい行
動を言葉で促す場面もみられた。
・集団でおとなう活動は、ルールが複雑になったと
とで、まずルールの理解が難しい様子であった。チー
ムのメンバーを工夫し、年長児ばかりのチームに入
ると年長児から iAちゃん、こっちだよ」等の声か
けや手を引いての促しがあり、関係性が芽生えると
同時に、 A児自身も正しいルールを少しずつ身に付
けていくことができた。
・集団ではどうしても順番待ち等がうまくできない
A児であったため、同じ空き缶積み競争を年長児と
二人組でおこなってみると、大変楽しそうにおこな
う。行動を間違えても、相手の年長児の動きを見て
自分の間違いに気付き、自ら行動を修正する場面も
みられた。
・“タッチ交代"のフレーズ、は気に入ったようで、嬉
しそうに「タッチー」と言いながら交代することも
あった。
3.自由遊び・その他
(1)自由遊び
a. A児の姿 (X年6月)
・絵本を眺めたり、お絵描きをしたりといった一人
遊びか、担任保育者と二人で、の鬼ご、っこや絵本の内
容について言葉でやりとりをして楽しむことが主
で、他児と関わって遊ぶことは全くない。
b. 目標
・友達と一緒に遊ぶ。
c.支援の手立て
.A児の興味のある遊びに積極的に他児を誘い、遊
びを共有する0
・A児に iOOちゃんも呼んできて」等と頼むこと
で、他児と接する機会在意図的に設ける。
d.変化 (X年2月)
.A 児の大好きな鬼ご、っこをしていると、他児も何
人か入ってきて大人数での遊びになる。年長児にiA
ちゃんつかまえて!Jと頼むとその時はA児とその
年長児の鬼ごっこに発展する場面もみられた。
・同じクラスの幼児二人がA児の遊びに興味を示
し、 A児の後をついて回ったり行動を模倣して楽し
んだり姿がみられ、 A児も意識し、真似されること
を喜ぶ。そのうち、 A児の方から誘うように鬼ごっ
こに発展し、追いかけられることを期待していた0
・パズルが得意なA児。他児ができずにいたため、
A児に iAちゃん、 00くんがパズ、ル手伝ってほし
いって」と頼むと一緒に並んでパズ、ルをし始めた。
他児がA児にピースを手渡し「これどこ ?Jと聞く
と「ここ !Jと指差して教える場面もみられた。
.A児より小さい年齢の幼児に絵本を読んでほしい
と頼むと読んでくれるようになった。頼まなくても
自ら絵本を持ってきてその幼児に読み聞かせること
もあった。
(2)プールあそび
a. A児の姿 (X年8月)
-プールの隅にて一人水鉄砲で遊んだり、プールの
外にあるタライからバケツで、水を汲んでプールサイ
ドを歩き、プールに水をあけるということを繰り返
しおこなったりする。
b. 目標
・皆と一緒に体を思いきり動かし、遊びを共有する 0
.遊びの幅を広げる。
c.支援の手立て
.A児の好きな遊びを発展させ、他児と関わるよう
な遊びを考案、提供する。この時期、プールでの活
表3 研究後のA児の発達評価 (X+1年2月実施)
生活年齢 :5歳4ヶ月
PVT I語い年齢 :4歳5ヶ月
KIDS I総合発達年齢 :3歳0ヶ月
運動 :3歳4ヶ月
操作 :4歳6ヶ月
理解言語 :3歳7ヶ月
表出言語 :3歳7ヶ月
概念 3歳 1ヶ月
対子ども社会性 1歳8ヶ月
対成人社会性 :2歳6ヶ月
しつけ 3歳 10ヶ月
食事 :2歳1ヶ月
? ，
?
??
動において的当てゲームを取り入れた。これは水鉄
砲やバケツに水を汲むことが好きなA児であったた
め、その行動を活かし的当てゲームをおこなう。 A
児の好きなキャラクターの的を作成して紙ひもでつ
るし、水がある程度かかり濡れると下に落ちるとい
う仕組みにした。
・様々な遊びをこちらから提供し遊びの幅を広げ
る。
d.変化 (X年9月)
・最初は的当てゲームにあまり興味を示さなかっ
たA児であるが、「パイキンマンにお水かけてこよ
う!J 100ちゃんも水鉄砲で、やっつけてるよ」等
声かけをし、誘うことで少しずつ皆の輸に入り、関
わって遊ぶとまではいかないものの、楽しい遊びの
時間・空聞を共有することができた。
4.研究前後の発達的変化
研究終盤であるX+l年2月におこなった発達評
価の結果を表3に示す。また研究前と後との発達的
変化を図 1~こ示す。
検査結果からは、社会性の面での大幅な成長や改
善はみられなかったものの、日々A児と関わってい
図 1 A児のKIDSにみる発達的変化
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る中で、検査結果には表れてこない部分での社会性
の伸びが少しずつではあるがみられた。
保育者の名前を呼び、相手を意識して帰りのあい
さつをするようになった乙と、他児に対して自分か
ら絵本を読んであげる姿がみられるようになったこ
と、他児と遊びを共有することに対してあまり抵抗
感を示さなくなったこと、“皆と一緒"を意識して皆
に合わせてあいさつや号令を大きな声でできるよう
になったこと等、まだまだ社会性に関しては多くの
課題は残るものの、総合的な発達に合わせて社会性
の部分でも少しずつ伸びがみられた。
また、グループ活動で空き缶積み競争等、他児と
関わる活動を意図的に取り入れることによって、 A
児だけではなく他児に関しても、積極的に相手を意
識したり関わりを持ったりする姿がみられた。
1V.総合考察
対象児であるA児は、保育園等に比べて比較的小
集団であるはずの当園の集団活動の中や自由遊びの
中であっても、多勢に紛れてしまいがちであった。
しかしA児は、決して他児や周りの状況に興味がな
いわけではなく、自分の好きな遊びを通してで、あっ
たり、保育者から何らかの機会を提供して他児と関
わることができるように援助することによってA児
の方から積極的に他児や保育者に関わろうとしてき
たり笑ったりする様子がみられてきた。
日常生活でのちょっとした声かけに気を配ること
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や、他児にA児の遊びの面白さを紹介してみるとと、
A 児の遊びに他児も誘ってみること、反対に他児の
遊びにまずは職員と一緒に少し入ってみること、そ
して、 A児の実態把握を基に、まずはA児の興味の
ある遊びを少しだけ工夫して他児と関われるような
遊びに発展させるといったような、療育者の意図性
を持った介入や環境構成をおこなうことが、対人関
係の形成に困難を示す幼児の社会性を伸ばすために
は大切なことであることを再認識した。
また、ただ環境や遊びを設定し、提供するだけで
終わってしまうのではなく、その遊びゃ活動を構成
するメンバーについても十分考慮し、関係性が芽生
えて発展するよう検討していくことも重要であると
感じた。
そしてその際、決して子どもに、やらされている
というような負担がかかりすぎないように配慮し、
上手な行動や関わりができた際には保育者はたくさ
ん褒め、子ども自身が人と関わることを“楽しい"と
感じ、“もっと関わりたい"という気持ちを少しずつ
育んでいくことが最大の援助であると改めて感じ
た。
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